
幼いころ 、野原で遊んだ思い出がよみがえってくるかもし れません

江 戸 川 を 花 で い っ ぱ い に す る

二　　　　 計 画 を 進 め て い ま す

市では、市民に親しまれ、市のシンボルでもある江戸川の自然を守り育てる

活動のーつとして、河川敷を花でいっぱいにする計画（江戸川松戸フラワーラ

イン整備事業）を進めています。この計画は、市民と行政による「協働の街づ

くり」をテーマに 地元の人やボランティアの皆さんと河川敷の草を刈り、石

を拾い、土を耕し、種をまいて、春はレンゲ、秋はコスモスを咲かせ、花畑を

松戸の新しい名所として育てていくものです。

平成フ年度から松戸三郷有料橋下約5,000m2 を手始めに8 年度はさらに

14,100m2 を整備。現在は約19,100m2 の花畑が誕生しました。

秋
に
は
こ
ん
な
風
景
が
楽
し
め
ま
す

（
写
真
は
昨
年
の
コ
ス
モ
ス
畑
）

今

後
の

花
畑
の

整

備
作

業

○
花

畑
の
耕
運

５
月
1
9日

側
以

降
（
レ

ン

ゲ

の
花

が
終
わ
る
こ
ろ
）
、
ト
ラ

ク

タ
ー
に
よ
る
耕
運
作
業

○
コ
ス
モ

ス
の
種
ま

き

６
月

１
日

㈲
江
戸
川

ク
リ

ー

ン
大
作

戦
終
了

後
、
午
前
1
0時

か
ら
約
１
時
間
程
度

※
雨
天
の
場
合
は
、
６
月
８
日

㈲

に
順
延

○
そ
の
他

雑
草
取
り
、
石

拾
い
、
ご
み
拾

い
、
コ
ス
モ
ス
祭
な
ど

人口と世帯

人口

男

女

世帯

458,839 人 ［-1,734]

232,893 人 ［-8731

225,946 人 ［- 861]

173,404 世帯［＋　25 ］

囗

は
前
月
比

固 定 資 産 税 の 税 負 担 を 改 正

公 文 書 公 開 制 度

平成８年度 実施 状況公 表

契 約 ト ラ ブ ル に あ っ た と き

あ なたな らどう しま すか　　！

情 報 チ ャン ネ ル　　　　　　 ・

秋
に
は
コ
ス
モ
ス
を
咲
か
せ
よ
う

フ

ラ

ワ

ー

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

募

集

レ
ン
ゲ
の
花
の
見
ご
ろ
は
５
月
1
0日
ご
ろ
ま
で
。
そ
の

後
は
、
秋
の
コ
ス
モ
ス
の
た
め
の
準
備
に
人
リ
ま
す
。

み
ん
な
で
土
地
を
耕
し
、
種
を
ま
き
、
コ
ス
モ
ス
の
花

を
畑
い
っ
ぱ
い
に
咲
か
せ
る
計
画
に
、
協
力
し
て
く
だ
さ

る
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

移動図書館みどり号

移動図書 館みどり号は、

図書館 から 遠い 地 域の人

たちにも 本 に親し んでも

らう ため、毎週20 ヵ所を

巡回し 、本 の貸し 出しサ

ービ スを行っています。

5 月フ日困 から特別企画

として 、お はなし ギ ャラ

自
然
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
風
景
は
、
人
々
の
心
を
和
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
光
景
を
求
め
て
、
江
戸
川
に
遊
び
に
行

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
辺
り
一
面
に
咲
き
誇
る
レ
ン
ゲ
が
、
私
た

ち
を
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

薄
紫
色
に
染
ま
っ
た
レ
ン
ゲ
畑
を
歩
き
な
が
ら
、
春
の
一
日

を
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

醫
江
戸
川
松
戸
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
実
行
委
員
会
（
事
務
局
市
役
所

川
を
き
れ
い
に
す
る
課
内
）

５月１０日(土)午前10 時

レンゲ祭を開催します
レンゲの花の見ごろに合わせて、レンゲ祭を開催し

ます。咲き誇るレンゲ畑の中、クイズや模擬店など、

たくさんのイベントを用意していますので、ご家族そ

ろっての参加をお待ちしています。

●日時…5月10日出午前10時から午後2時

(雨天の場合は、11日(日)に順延)

・ 会場…江戸川河川敷(松戸三郷有料橋下)下図参照

帋内容…江戸川の魚展、緑と花のクイズ、環境クイ

ズ、防災コーナー、大声コンテスト、起震

車体験コーナー、野菜展示即売、各種模擬

店ほか

啣 詮 画

楽しいお話しが聞けるよ

バン の職員が、みどり 号に同乗してお話し会を開きます

(右表の日程)。皆さん、ぜひおいでく ださい。

問市立図書館S365-51･15 番

みどり号駐車場と時間表

江
戸
川
は
、
春
真
っ
盛
り

レ
ン
ゲ
畑
に
行
っ
て
み
よ
う
よ

レンゲ畑案内図

5/7  feW

10:50 ～11:20 1:10 ～1:50 2:10 ～2:50 3:20 ～3:50

和名ヶ谷

中台子供の遊び場

常盤平

やまぶき公園

牧の原

牧の原団地

河原塚

ﾏﾝｼﾖﾝｴｸｽﾃ 東松戸

8團

10:50 ～1 1 :30 1:10 ～1:40 2:00 ～2:30 3:10 ～3:50

北松戸

仲台公園

千駄掘

水戸工業清和寮

上本郷

三井生命寮横

南花島

中町公園

10(土)

10:50 ～1 1 :30 １二10～1:50 2:10 ～2:40 3:20 ～4:00

高塚新田

梨香台団地

高塚新田

高塚団地

高塚新田

セイコー高塚寮

野菊野

野菊野団地

11(日)

10:50 ～1 1 : 30 1:00 ～1:30 2:00 ～2 二30 3:10 ～3:50

小山

サンゲリーン松戸

下矢切

立身台公園

秋山

日新製鋼社宅

松戸三丁目

松戸二丁目公園

13脚

10:50 ～11:30 1:10 ～1:40 2:10 ～2:40 3:20 ～3:50

三ヶ月

嶋谷台児童公園

幸田

第二市営住宅

新松戸

あおぎリ公園

上本郷

アウディ北松戸

主な内容

イベント

盛りだくさん

キャラバンミニおはなし
会



固
定
資
産
税
の
税
負
担
が
変
わ
り
ま
す

宅
地
の
「
負
担
水
準
の
均
衡
化
」
を
基
本
に
税
額
を
算
出

平
成

１
年

度
は
固

定
資
産
税
（
土
地

・
家
屋

）の
評

価
替
え

の
年
で

す
。

土

地

に
つ

い

て

は

、
今
年

度

か

ら
新

た

に

「
負

担

水
準

」

お
よ

び

「
価

格
下

落

率
」

と
い

う

考
え
方

が
導

入

さ
れ

、
宅

地
の

「
負

担

水
準

の
均
衡
化
」
を
よ
り
重
視
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
抜
本
的
な
地
方
税
法

の
一
部

改
正

が
行
わ

れ
、
負

担
水
準

に
応
じ

て
税

額
が
算
出

さ

れ
る
こ

と
に
な

り
ま
し
た

。

税

額
は
負

担
水
準

に

応
じ
て

、
前

年
度
と

比
べ
て

①
引

き
下

げ
②
据

え
置
き
⑤
な
だ
ら
か
な
負
担
調
整
措
置
の
い
ず
れ
か
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
土
地
の
価
格
の
著
し
い
下
落
に
も
対
応
し
た
税
額
の
据
え
置
き
措

置
も
新

た
に
と
ら

れ
ま
す
。

な
お

、
都
市

計
画

税
に
つ
い

て

も
市
税

条
例
の
改

正
に

よ
り

、
固
定

資
産
税
と
同
様
な
計
算
結
果
と
な
る
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

固

定

資

産

税

宅

地

に

係

る

固

定

資

産

税

の

税

負
担

の
調
整
措
置

宅
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の
税
負

担
に
つ
い
て
、
負
担
水
準
の
均
衡
化

を
よ
り
重
視
す
る
こ
と
を
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
抜
本
的
な
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
表
１
）
。

①
負
担
水
準
が
相
当
高
い
土
地
（
商

業
地
等
は
0
.
8
を
超
え
る
も
の
、
住

宅
用
地
は
Ｉ
以
上
）
の
税
負
担
は

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
（
表
２
）
。

②
負
担
水
準
が
あ
る
程
度
高
い
土
地

（
商
業

地
等
は
0
.
6
以
上

郎
以
下
、

住
宅
用
地
は
昭
以
上
１
未
満
）
の

税
負
担
は
前
年
度
と
同
額
に
据
え

置
か
れ
ま
す
（
表
２
）
。

③
負
担
水
準
が
低
い
土
地
の
税
負
担

は
、
負
担
水
準
に
応
じ
て
な
だ
ら

か
な
負
担
調
整
措
置
が
と
ら
れ
ま

す

（
表
２
）
。

価
格

が
著
し
く
下
落
し

た
土
地
に

対

す
る
固
定
資
産
税

の
特
例
措
置

前
項
③
に
該
当
し
て
も
、
次
の
要

件
を
二
つ
と
も
満
た
す
場
合
は
、
税

額
が
据
え
置
か
れ
ま
す
。

①
負

担
水
準

の
要
件

そ
の
土
地
の
負
担
水
準
が
全
国
平

均
以
上
で
あ
る
こ
と
（
商
業
地
等

は
邨
以
上
、
小
規
模
住
宅
用
地
は

本
則
課
税
の
屆
以
上
、
一
般
住
宅

用
地
は
本
則
課
税
の
６
以
占

。

②
価
格
下
落

率
の
要
件

そ
の
土
地
の
平
成
８
年
度
の
価
格

に
対
す
る
平
成
９
年
度
価
格
の
下

落
率
が
、
全
国
平
均
0
2
5
以
上
で
あ

る
こ
と
（
表
３
）
。

課

税
標
準

の
特
例

住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
価
格
の

三
分
の
一
を
課
税
標
準
と
す
る
措
置

が
と
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
用
地
の
う
ち

二
戸
当

た
り
二
百
平
万
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
小

規
模
住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
価
格

の
六
分
の
一
を
課
税
標
準
と
す
る
措

置

が
と
ら
れ
ま
す
。

負担水準（平成９年度土地の価格に対する平成

８年度の課税標準額の割合）

平成８年度課税標準額

表 １

固定資産税

平成９年度価格(×住宅用地特例率)

平成９年度価格

一 一一一一

平成８年度価格

負担水準＝
課税標準の特例

都 市 計 画 税

課税標準の特例

価格下落率

価格下落率＝１－

表 ３
区　分 住宅用地特例率

一般住宅用地 価格の１／３

小規模住宅用地 価格の１／６

区　分 住宅用地特例率

一般住宅用地 価格の２／３

小規模住宅用地 価格の１／３

税負担の調整
表 ２

税負担の調整
表 ４

固定資産税は市民生活に生かされます

負担水準 負担調整率

商業地等

の税負担

0.8を超えるも の

0.6以上0.8以下

0.4以上0.6未満

0.3以上0.4未満

0.2以上0.3未満

0.1以上0.2未満

0.1未満

価格xO.8 と

なり引き下げ

据え置き

1.025

1.05

1.0ﾜ5

1.10

1.15

住宅用地

の税負担

１以上

0.8以上 １未満

0.4以上0.8未満

0.3以上0.4未満

0.2以上0.3未満

0.1以上0.2未満

0.1未満

本則課税とな

り引き下げ

据え置き

1.025

1.05

1.0ﾜ5

1.10

1.15

負担水準 負担調整率

商業地等

の税負担

0.8を超えるも の

0.6以上0.8未満

0.4以上0.6未満

0.3以上0.4未満

0.2以上0.3未満

0.1以上0.2未満

0.1未満

減　額

減　額

1.025

1.05

1.0ﾜ5

1.10

1.15

住宅用地

の税負担

0.8以上 １ 未満

0.4以上0.8未満

0.3以上0.4未満

0.2以上0.3未満

0.1以上0.2未満

0.1未満

減　額

1.025

1.05

1.0ﾜ5

1.10

1.15

Ｑ＆Ａ

今
回
の
評
価
替
え
で
は

、
商

召

業
地
等
で
は
か
な
り
評
価
額

が
下

が
っ
た
地
域
が
あ
る
の
で

、

納
税
者
に
は
こ

れ
だ
け
評
価
額
が

下
が
っ
だ
の
に
税
額
が
上
が

る
の

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
疑
問
が
出
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
こ

れ
ま
で
評
価
替
え

に
よ
り
評
価
額
が
著
し
く
上
昇
し

た
場
合
で
も
、
税
負
担
の
上
昇
を

な
だ
ら
か
に
す
る
総
合
的
な
調
整

措
置
を
講
じ
て
き
た
た
め
、
多
く

の
土
地
に
つ
い
て
は

、
評
価
額
と

実
際
の
課
税
標
準
額
と
の
間
に
は

格
差
が
あ
る
の
が
実
情
で
す
。

今
回
の
評
価
替
え
で
評
価
額
が

下
が
っ
で
も
、
ま
だ
新
し
い
評
価

調

整
率

を
乗

じ
た
額

に
税
率

を
乗

じ
た
額

か
ら

、
平

成
９

年
度

価
格

に

郎
を

乗
じ

た
額
に

税
率
を

乗
じ

た
額
を

差
し
引

い
た

金
額

が
減
額

さ
れ

ま
す
（
表
４
）
。

②

負
担
水

準

が
あ
る
程

度
高

い
土
地

（
商

業
地
等

は
0
｡
6
以

上

郎
以
下

、
住

宅

用

地
は

郎
以

上
）

は
、
平

成
８

年

度

都
市
計
画

税
課

税
標

準
額
に

負

担
調

整
率

を
乗
じ

た
額

に
税
率

を
乗

じ
た
額

か
ら
、
平

成
８

年

度

都
市
計
画

税

額
を
差

し
引

い
た
金

額

が
減
額
さ

れ
ま
す
（
表

４
）
。

⑤

貝
担
水

準

が
低

い
土

地

の
税

負
担

は
、
負

担
水

準
に
応

じ
て

、
な

だ

ら
か

な
負

担

調
整
措

置

が
と
ら

れ

ま
す
（
表
４

）
。

価

格

が

著

し

く

下

落

し

た
土

地

に

対

す

る

都

市

計

画

税

の

特

例

措

置

前

項

の
③
に

該
当
し

て
も

、
次

の

要

件
を
二

つ
と

も
満

た
す
場

合
に

つ

い
て
は

、
平
成

８
年
度

都
市

計
画
税

課

税
標

準
額
に
負

担
調

整
率

を
乗

じ

た
額
に
税

率
を

乗
じ

た
額

か
ら
平

成

８
年

度

都
市
計
画

税

額
を
差
し

引

い

た
金
額

が
減
額

さ

れ
ま
す

。

額
の
方
が
前
年
度
の
課
税
標
準
額

を
上
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
従
来
な
ら
ば
評
価
額
が

下
が
っ
て
も
税
負
担
は
な
が
ら
か

に
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
の
税
制
改
正

で
は

、
平
成
９

年
度
か
ら
平
成
1
1

年
度
ま
で
の
税
負
担
に
つ
い
て
は
、

税
負
担
の
均
衡
化
を
図
る
と

い
う

趣
旨
か
ら
、「
負
担
水
準
」
に
応
じ

た
税
負
担
の
調
整
措
置
を
導
入
す

る
と
と
も
に

、
宅
地
に
つ
い
て
負

担
水
準
が
全
国
平
均
以
上
で
、
評

価
額
が
全
国
平
均
以
上
下
落
し
た

土
地
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
税

額
に
据
え
置
く
特
例
措
置
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

①
負

担

水

準

の

要

件

そ

の
土
地

の
負

担
水

準

が
全

国
平

均

以

上

で

あ

る
こ

と
（
商

業

地
等

は

膸
以
上

、
小

規

模
住

宅
用

地

は

本
則

課
税

の

屆
以

上
、

一
般

住
宅

用
地

は
本
則

課
税

の
0
.
5
以

恚

。

②

価

格

下

落

率

の

要

件

そ

の
土
地

の
平
成

８
年

度

の
価
格

に
対

す

る
平

成
９
年

度

価
格

の
下

落
率

が
、
全

国
平

均
0
2
5
以

上

で
あ

る
こ

と
（
表
３
）
。

課

税

標

準

の

特

例

住
宅

用
地

に

つ

い
て

は
、
価

格

の

三
分

の
二

を
課
税

標
準

と
す

る
措
置

が
と

ら
れ
ま

す

。
ま
た

、
住
宅

用
地

の
う
ち

二
戸
当
た

り
二
百

平
方

メ

ー

ト
ル

ま
で

の
小
規

模
住

宅
用
地

に

つ

い
て

は
、
価

格

の
三
分

の

一
を
課
税

標
準

と
す

る
措
置

が
と

ら

れ
ま
す

。

納

税

通

知

書

を

送
付

平

成

９
年

度
固

定
資

産
税
・
都

市

計

画

税
（
土

地
・
家

屋

）
納

税

通

知

書

を
５

月

９

日

窗

に

送

付

し

ま
す

。

土
地
の
価
格
が
下
落
し

て
い
る
の
に
税
額
が
上

昇
す
る
の
は
ど
う
し
て
も
納

得
が
い
き
ま
せ
ん
。
平
成
９

年
度
の
税
制
改
正
で
は
、
ど

の
よ
う
な
措
置
が
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

都

市

計

画

税

宅

地

に

係

る

都
市

計
画

税

の

税

負

担

の

調
整

措

置

都
市
計
画
税
に
つ
い
て
も
、
固
定

資
産
税
と
同
様
に
負
担
水
準
が
相
当

高
い
土
地
や
、
あ
る
程
度
高

い
土
地

に
つ
い
て
は
、
負
担
水
準
に
応
じ
た

減
額
措
置
が
と
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
以

外
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
従
来
と
同

様

な
負
担
調
整

措
置

が
と

ら
れ
ま

す
。

①
負
担
水
準
が
相
当
高
い
土
地
（
商

業
地
等
で

帽
を
超
え
、
負
担
水
準

が
１
以
上
の
も
の
は
平
成
９
年
度

価
格
に
税
率
を
乗
じ
た
額
か
ら
平

成
９
年
度
価
格
に
昭
を
乗
じ
た
額

に
税
率
を
乗
じ
た
額
を
差
し
引
い

た
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
負
担
水
準
が
郎
を
超
え

Ｉ
未
満
の
も
の
は
、
平
成
８
年
度

都
市
計
画
税
課
税
標
準
額
に
負
担



表１　実施機関別開示請求状況

開かれた市政を目指して
公文書公開制度実施状況と市政情報の提供

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
参
加

を
一
層
進
め
、
よ

り
開
か
れ
た
ク
リ
ス
タ
ル
な
市
政
の
実
現
を
目
指

し
、
ス
タ
ー
ト
し
た
「
公

文
書
公
開
制
度
」
の
平

成
１

年
度
実
施
状
況
と
、
市
の
刊
行
物
の
有
償
提

供
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実施機関 開示率 計

決　定　内　容
請求取

り下げ
主 な 請 求 内 容

開示
一 部

開 示
非開示

市　長 100 ％ 28 件 14件 13件 ○件 1ｲ牛

市政モニター、環境審議会 、

再開発 、自転車問題対策懇談

会に関することなど

教 育 委

員会
100 ％ 13件 9ｲ牛 4件 〇件 〇件

教育委員会会議録 、予算の執

行 、学校給食、出張記録に関

することなど

議　会 100 ％ 4件 3件 1件 Oｲ牛 Oｲ牛
視察報告、常任委員会会議録

など

合　計 100 ％ 45 件 26 件 18ｲ牛 Oｲ牛 1ｲ牛

平
成
８
年
度
実
施
状
況
の
公
表

請
求
文

書
件
数
は
四

十
五
件

平

成
８
年

度
中

の
開
示

請

求

の
対

象
ど

な

っ
た
文
書

件
数

は
、

四
十

五

件
で

、
実
施

機
関

別

で
は
、

市
長

部

局

に
関

し

て

の

も

の

が
二

十

八
件

、

教
盲

青

貝
会

が
十

三
件

、
議

会

が
四

件

で
し

た

。
主

な

請

求
内

容

は

、（
表

Ｉ
）

の
と

お
り

で
す

。
こ

れ
ら

の
開

示

請

求
に

対
し

、
開
示

と
し

た
も

の

が
二

十
六
件

、

一
部

開
示

と

し
た

も

の

が
十
八

件
で

、
非

開
示

は
あ
り

ま

せ

ん
で
し

た

。
一
部

開
示

と

し
た

理

由

は
、
十

八
件

す

べ
て

が
主

に
個

人

情
報

に
係

る
た

め
で
し

た

。

ま

た

、
開
示

請
求

の
う

ち

、
「
個

人
情
報
保
護
審
議
会
会
議
録
（
平
成

６
年
４
月
１
日
か
ら
７
年
３
月
3
1日

分
）
」
の
一
部
開
示
決
定
に
つ

い
て

は
、
請
求
者
よ
り
異
議
申
立
て
が
あ

り
ま
し
た
。

こ

の
た
め
、
実
施
機
関
よ
り
、
学

識
経
験
者
な
ど
五
人
で
構
成
さ
れ
る

「
松
戸
市
公
文
書
公

開
審
査
会
」
へ

諮
問
さ
れ
、
九
回
に
わ
た
り
公
正
で

慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
、
間
も
な
く

答
叭
が
出
る
見
込
み
で
す
。

公
文
書
公
開
制
度
の
受
け
付
け
や

相
談
は
、
市
役
所
別
館
一
階
の
行
政

資
料
セ
ン
タ
ー
内
「
公
文
書
公
開
コ

ー
ナ
ー
」
で
行

っ
て

い
ま
す
。

資
料
の
閲
覧
は
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
で

行

政
資

料

セ

ン

タ
ー
で

は

、
各

種

の
統
計

書
、
報
告

書
、
計
画

書

な
ど

、

行

政
に

関
す

る
資

料

が
そ
ろ

っ
て

い

ま

す

。
こ

れ
ら

の
資
料

は
、

市
民

の

皆

さ

ん
が
自

由
に

閲
覧

で
き

ま
す

の

で

、

ぜ
ひ

ご
利

用
く

だ
さ

い

。

※上記以外の実施機関については、開示請求はありませんでした。

有償提供刊行物一覧表表 ２

刊　行　物　の　名　称 内　　　　　 容 価　格

松戸市市民意識調査報告書

(平成８年３月発行)

総合計画の基礎資料とするための

アンヶ－卜調査結果
1,200 円

松戸市緑の現況調査報告書

(平成８年３月発行)
緑の現況調査結果 1,100 円

松戸市勢要覧・ ７

(平成９年３月発行)

市の沿革、市政 、文化財などにつ

いて統計数値および写真での紹介
610 円

松戸市統計書　平成８年版

(平成９年６月初旬から販売予定)

市の人口 、経済、社会 、文化等各

分野の統計資料
580 円

平成 ９年度予算書
平成 ９年度一般会計 、特別会計予

算
400 円

平成 ９年度予算に関する説明書 平成 ９年度予算に関する説明資料 3,390 円

平成 ９年度参考表 平成 ９年度の主な事業の状況等 1,400 円

こ
れ
に
加
え
、
さ
ら
に
情
報
提
供

施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
市
の
刊
行

物
（
表
２
）
の
有
償
提
供
を
始
め
ま

し
た
。
今
後
も
よ
り
詳
し
く
市
政
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
充
実
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。私道の舗装（新設・補修）側溝敷設を援助します

松戸市の
ホームページを
開設しました

対

象
と

な

る
私
道

…
①

幅

員

が
原
則

と
し

て
四

片
以

上

②
両

端
ま

た

は
一
端

が
公

道

に

接
し

て

い
る
③

築
造

か
ら

五
年

以
上

経
過

し

て

い
る
④

五

世
帯
以

上

の
住
居

が
隣
接

し

て

い
る
⑤
工

事

に
支

障
と

な

る
物
件

が
な

い
⑥
側
溝

敷

設

に

つ
い
て

は
、
公

道
等

の

排

水
施
設

に
接

続

が
可
能

な

こ

と
、
以

上

の
条
件

を

す

べ

て

満
た
し

て

い
る
こ
と

。

工

事
の
申
請

者
・
：
私

道
敷

地

の
所
有

者
等

の
総
意

に
基

づ
き
、

一
切

の
権

限
を
委

任

さ

れ
た
人

、
ま
た

は
私

道
敷

地
等

の
管

理
に

つ

い
て

、
組

合

等

が
設

立
さ

れ
て

い
る
場

合

は
そ

の
長
。

受

付
期

間
・：
５
月
６

日

㈹

～
６

月
２
日

丱

松
戸
市
か
ら
の
情
報
提
供
の
一
つ
の
方

法
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
松
戸
市
の
見

所
の
観
光
情
報
を
中
心
と
し
た
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
は
各
種
の
市
政
情
報
の
提
供
を
目

指
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
成
長
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

圃

政
策
企
画
室
情
報
担
当

主 な 内 容

●松 戸 市 全 体 の ご 案 内

●市 長 か ら の メ ッ セ ー ジ

●市 立 博 物 館 の ご 案 内

・ 森 の ホ ー ル21 の ご 案 内

●21 世 紀 の 森 と 広 場 の ご 案 内

●戸 定 歴 史 館 の ご 案 内

●観 光 見 所 の ご 案 内

●す ぐ や る 課 の 活 動 紹 介

・ 馬橋小 学校のホームページの紹介

工

事
内
容
・：
舗
装
工

事

は

ア
ス

フ
ァ
ル

ト
舗

装
ま

た
は

コ

ン

ク
リ

ー
ト
舗

装
、

側
溝

工

事

は
Ｕ
字

溝
（
蓋

つ
き
を

含

む
）
ま

た
は
Ｌ

型
溝

。

http://www.intership.ne.jp/matsudoアドレス（ＵＲＬ）

地

元
負

担

見
込

額
・：
左

表

の
と

お
り

で

す

が
、

現
場

の

状
況

に

よ
り

変
更

す

る
場

合

が
あ
り

ま
す

。

圖

道
路

管
理
課

業

務
係

工 事 種 別
工

法

両端が公道に接

する道路

一端が公道に接

する道路

アスファルト舗装

新設工事

Ａ 1,310 円/m2 1,840 円/m2

Ｂ 2,310 円/m2 3,230 円/m2

アスファルト舗装

補修工事（オーバ

ーレイ）

Ａ 800 円/m2 1, 120円/m2

Ｂ 930 円/m2 1,310 円/m2

コンクリート舗装

新設工事
Ａ 4,620 円/m2 6,460 円/m2

Ｕ字溝敷設工事

(蓋なし)
Ａ 4,410 円/m 6,1ﾜO 円/m

Ｕ字溝敷設工事

(蓋つき)

Ａ 9,100 円/m 12,ﾜ50 円/m

Ｂ 8,550 円/m 11,980 円/m

Ｃ 9,ﾜ10 円/m 13,590 円/m

Ｌ型溝敷設工事
Ａ 3,380 円/m 4,ﾜ40 円/m

Ｂ 4,060 円/m 5,690 円/m

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ

の
四

十

一

い

ろ

い
ろ
な
癖
と
噛
み
合
わ
せ
に
つ

歯
の
噛
み
合
わ
せ
は
、
歯
が
生

え
て
く
る
と
き
、
ま
た
生
え
て
し

ま
っ
た
後
で
も
い
ろ
い
ろ
な
原
因

で
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

歯
は
骨
に
植
わ
っ
て
い
て
、
正

し

い
力
が
か
か
っ
た
と
き
に
は
、

そ
れ
に
対
し
て
非
常
に
強
い
抵
抗

力
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
不
自
然
な
力
が
か
か

る
と
、
比
較
的
容
易
に
移
動
し
て

い
き
ま
す
。
不
自
然
な
力
と
は
、

主
に
歯
を
傾
け
る
方
向
に
か
か
る

力
、
す
な
わ
ち
歯
の
側
面
に
力
が

か
か
る
場
合
の
こ
と
で
す
。
こ
の

よ
う
な
力
を
頻
繁
に
受
け
る
と
、

前
歯
や
奥
歯
が
正
常
な
機
能
を
発

揮
で
き
な
い
位
置
に
生
え
て
し
ま

っ
た
り
、
動
い
て
し
ま
っ
た
び
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

歯
や
顎
に
異
常
な
力
を
か
け
る

よ
う
な
癖
が
あ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
っ
と
も
代

表
的
な
も
の
が
指
し

ゃ
ぶ
り
で
す

が
、
こ
の
ほ
か
に
も
普
段
気
付
か

な
い
、
い
ろ
い
ろ
な
癖
が
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

※工法の選定は、道路形態 によって異なります。

北 ■ﾖ 馴 可辺 疳 耜蕈 駐 車 礬混

期迪雨I 請受付( 再募集)………:

い
て

癖
と
い
っ
て
も
、
広

い
意
味
で

は
生
活
習
慣
と
も

い
え

る
の
で
、

頬
杖
を
つ
く
習
慣
が
あ
る
と
顎
の

関
節
の
発
達
が
左
右
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
噛
み

合
わ
せ
が
左
右
非
対
称
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
う
つ
伏

せ
で
眠
る
習
慣
が
あ
る
と
下
顎
が

う
ま
ぐ
発
達
せ
ず
に
、
噛
み
合
わ

せ
に
、
問
題
を
生
じ
た
Ｉ
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
い
つ
も
横
を
向

い

て
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
食
事
を
す

る
こ
と
も
、
噛
み
合
わ
せ
の
バ
ラ

ン
ス
に
影
響
を
与
え
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

人
間
は
二
本
足
で
直
立
し
て

い

る
の
で
、
前
後
左
右
の
バ
ラ
ン
ス

が
健
康
の
た
め
に
と
て

も
大
切

で
、
特
に
頭
部
の
正
し

い
バ
ラ
ン

ス
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で

す
。子

ど
も
の
う
ち
か
ら
均
整
の
と

れ
た
発
達
の
た
め
、
生
活
習
慣
に

注
意
を
は
ら
う
努
力
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

（
松

尸
歯
科
匳

鬯

石

北松戸駅周辺の自転車駐車場に空きがあ

りますので使用者を募集します。

募集台数自転車=678 台・原付＝74 台

対象駅を起点としておおむね800hu以遠に

自宅または通勤・通学先等がある人

※利用時間・費用等についてはお問い合わ

せください。

匝]５月５日例から先着順、直接各自転車駐

車場管理棟窓口(午前６時30分～午後７時

ａ)分)へ

圃安全課安全係

総
務
部
総
務
課
情
報
公
開
係



契約トラブルにあったとき
相談事例１

キ ャ ッ チ セ ー ル ス
ＳＦ（催眠）商法

街頭で声をかけられた｡ファッションのことを聞かれ、

化粧のアドバイスをしてあげると喫茶店に誘われた。「将

来のことを考えると使った方がよい」とか「最後のチャン

ス」などと言われ、高額な化粧品の購入契約をしてしま

った。帰ってからよく考えると高額だし、本当に必要な

｡ものでもないので７日目（契約日を含む）に電話でクーリ

ング・オフを伝えると「はい､わかりました」と言われた。

８日目の夜になって業者から、「クーリング･ オフの手続

きは電話ではダメ」と電話があった。書面で送ろうにも

今日（9日目）になってしまうが、解約できるだろうか。

なお、商品は後日届くことになっている。

駅前でクジを引くよう声をかけられた。引

いたら「当たり」と言われ、近くのビルの一

室に賞品を受け取りに行った｡そこでは､「欲

しい人には差し上げます」と言って雑貨が配

られていた。気が付くと数人の男性に取り囲

まれ、着物を購入せざるを得なくなり契約し

たが解約したい。

[結果]

クーリング・オフ期間内だったので、書面

で通知し無条件解約となった。

［ 結 果 ］

業者 にクーリング ・オフを 書面 でも通知 する こと､ また 、

商品 の受 け 取り は 拒否 するこ と を 助言し た。 セン タ ーか

ら業 者 にク ーリ ング ・オフさ れて いる か確 認を する と と

も に ８日目 の夜 遅く な って から「 電 話では ダ メ」 と言う

のは ク ーリン グ ・ オフ回 避 では ない かと 申し 入 れ た。 翌

日 、業者 から ク ーリン グ ・オフ とし て 扱い 、無 条 件解 約

する との 連絡 が本人 にあっ た。

ＳＦ商法は、50～60歳代の女性が狙われる

ケースが多いようです。着物以外にも磁気布

団や羽毛布団などがあります。

クーリング・オフの書面の書き方

内容証明郵便の場合

キャッチセールスは、駅前や繁華街で多く、特に若い

女性が狙われます。化粧品以外にも英会話教室やエステ

ティックサロンへの入会などがあります。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
消
費
生
活
に
関
す
る
問

題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
皆
さ
ん
が
ト
ラ
ブ
ル

に
あ
わ
な
い
よ
う
「
暮
ら
し
の
い
き
い
き
講
座
≒

く

ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
教
壓
を
開
催
し
た
り
、

契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
き
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

覬
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

「

消

費

生

活

相

談

」

は

年

々

増

加

消
費
生

活
セ
ン

タ

ー
で
は
、
専
門

の
相
談
員
が

消
費
生
活
に

関

す
る
ト
ラ

ブ
ル

の
相

談
を

受
け
て
い

ま
す
。

８

年
度
の

受
付
件
数
は
千
七

百
三
十

九
件
で

、
過
去
最
高
と

な

り
ま
し
た
（
表
）
。
７

年
度
は
千

三
百
六
十

四
件
で
し
た

の
で

二
五

％

も
増
え
た
こ

と
に

な
り

ま
す

。

相
談
の
中

で
多
い
事
例

は
、
訪
問

な
ど

に
よ
る
幼
児

向
け

教
材

・
学
習
教
材
の

販
売

、
大

手
宝
石
店
の

破
産
に
よ

る
ア

ク
セ
サ
リ

－

類
の
購
入
契

約
、

新
聞
の
購
読
契

約
、

サ
ラ
金
な
ど
に
よ

る

多

重
債
務
で
す

。

ま
た
、
最
近
目
立

っ
て
多
く
な
っ

て
き

た

も
の
に

、
賃

貸
住

宅

の
敷
金
清
算
に

関

す

る
ト

ラ
ブ
ル
が

あ

り

ま
す
。

相 談 件 数 の 推 移

(単位：件)

4年度5 年度6 年度7 年度8 年度

「

ク

ー

リ

ン

グ

ー
オ

フ

」

を

知

つ

て

い

ま

す

か

訪
問
販
売
（
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
・
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー

ル

ス

を

含

む

）

で

商

品

・
サ

ー

ビ

ス

を

購

人

し

た

場

合

、

ク

ー

リ

ン

グ

ー
オ

フ

と

い

う

制

度

が

あ

り

ま

す

。

一

定

期

間

内

（
契

約

日

を

含

め

八

日

以

内

）

で

あ

れ

ば

、

消

費

者

側

か

ら

一
方

的

に

解

約

が

で

き

る
と

い

う

も

の

で

す

。

な

お

、

昨

年

訪

問

販

売

法

が

改
正

さ

れ

、

電

話

勧

誘

に

も

適

応

で

き

る
よ

う

に

な
り

ま

し

た

。

ク

ー
リ

ン

グ

ー
オ

フ

は
書

面

で

行

う

ク
ー
リ
ン

グ

ー
オ
フ
を
内

容
証
明
郵
便
（
用
紙
は
文

房
具
店
に
あ
り
ま
す
）

で
通
知
す
る
と

き
は
、
契
約
し
た
会
社
分

、
郵
便
局
と
自
分
の
保
管
分
の
三

通
を
作
り
、
集
配
を
行
っ
て

い
る
郵
便
局

（
松
戸

’
松
戸
北
局
）
か
ら
発
送

し
ま
す
（
信
販
会
社
を
利
用
し
た
と

き
は
そ
の

信
販
会
社
分

も
必
要
）
。
ハ

ガ

半
の
場
合
は
、
両
面
の
写
し

を
と
り

、
郵
便

局
で
簡
易
書
留
に
し
ま
す
。

ク

ー
リ

ン

グ

ー
オ

フ

が
で

き

な

い

場

合

①
三
千
円
未
満

の
商
品

を
受

け
取

り
、
代
金
を
全
額
支

払
っ
た
と
き

②
指
定
商
品
以
外

の
商
品

・
サ

ー
ビ
ス

③
化

粧
品
や
健
康
食
品

な
ど
の
消
耗
品

を
、
一
部
使
用
し
て
し
ま

っ
た
と
き

①
1
1
1
動
車

⑤
営
業
用

の
商
品

・
サ

ー
ビ
ス

⑥
消
費
者
の
方
か
ら
業
者

を
自

宅
に
招
い
た
場
合

契

約

解
除

（

申
し
込

み

撤

回
）

通

知

購
入

者
住

所

電

話

・
氏

名
　
　
　
　
　

辯

被

通

知
人
　

Ｏ

Ｏ

市
口

じ
町

○
○

番
地

△

△
△

△
株

式
会

社

代

表
取

締

役
○
Ｏ

○

○

様

平

成
○

年
○

月
○

日

付

け
で

貴

社
の

セ

ー

ル

ス

マ
ン
「
」
汽
）
○
○

氏

と

締
結

し

た

（
に

申

し

込

ん
だ

）
×

×
×

（
商

品
名

）

の
購

入

契

約

（
申
し

込

み
）

を

「
訪

問
販

売

等

に
関

す

る
法
律

」
第

６
条

の

規
定
に

基

づ
き

解
除
（
撤

回

）

し

ま
す

。

な

お

、
セ

ー
ル
ス

マ
ン

が
置

い
て

い

か
れ

た
商

品

は
、

お
引

き
取

り

い
た
だ

き

、
支

払

っ

た
Ｏ

Ｏ

円

を
返

金

し
て

く

だ
さ

る

よ

う
お

願

い
申
し

上

げ

ま
す

。

平

成
○

年
○

月
○

日

契

約

と

は

私
た
ち
の
暮
し
の
中
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
契
約
が
あ
り
ま
す
。

契
約
と
い
え
ば
、
家
を
借
り

た
り
買
っ
た
り

、
保
険
に
入
っ

た
り
、
自
動
車
を
買

っ
た
り
と

契
約
書
を
交
わ
す
契
約
を
思
い

浮
か
べ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ハガキの場合（簡易書留で）

契
約
解
除
（
申
し
込
み
撤
回

）
通
知

・
契
約
（
申
し
込
み
）
年
月
日

・
販
売
業
者
名

・
販
売
員
氏
名

・
販
売
業
者
住
所

・
販
売
業
者
電
話
番
号

・
商
品
（
権
利
・
サ

ー
ビ
ス
）
名

右
記
日
付
の
契
約
を
解
除
（
申
し
込

み
を
撤

回
）
し
ま
す
。

Ｏ
Ｏ
市
Ｏ
Ｏ
町
○
○
番
地

０
０
０
０
販
売
株
式
会
社
御
中

し
な
い

、
誰
と

、
ど
の
よ
う

な

方
式
で

（
こ

れ
に
よ
リ

ロ
約
束

で

も
契
約
は
成
立
し
ま
す
）
、
ど

の
よ
う
な
内
容
で
す
る
か
は
自

由
で
す

。
誰
か
ら
も
強
制
さ

れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

。

し

か
し

、
毎
日
の

ス
ー
パ
ー

や
商
店
で
の

買
物
や
美
容
院
で

髪
を
切
っ
た
り

、
電
車
に
乗
る

な
ど
も
立
派
な
契
約
で
す
か
ら
、

私
た
ち
は
誰
で

も
毎
日
の
よ
う

に
契
約
を
し
て
い

る
の
で
す
。

口
約
束
も
契
約
で
す

契

約
と

は

、「
こ

れ

を

買
（
売
）

つ
で

く
だ

さ

い
」
「
は

い

、
買
い

（
売
り

）
ま

す

」
と

両
者

が

合

意

す

れ

ば

成

立

し

ま
す

。

契

約

は

、

一
度
成

立

し

た

ら

守

」つ
な

け

れ

ば

な

り
ま

せ

ん

。

お

互

い

に

相

手

を

信
頼

し

、
納

得
し

た

も

の
だ

か
ら

で
す

。

契

約
は

基
本
的

に

自
由

契
約
に
は
「

契
約
自
由
の
原

則
」
が
あ
り
、
契
約
を
す

る
・

こ
の
よ
う
な
契
約
は
無
効
で
す

①
公
序
艮
俗
に
反
す
る
契
約
消

費

者
に
と
っ
て
不
当
に
不
利

な

条
件
が
入
っ
だ
契
約
は
、
そ

の

条
項
が

無
効
に
な

る
こ
と

も
あ

り

ま
す
）

②
法
律
違
反
や
当
事
者
双
方
の

利

益
に
不
公
平
が
あ
る
契
約

③
契
約
の
重
要
な
と
こ

ろ
に
思

い
違
い
が
あ

る
契
約
（
金
額
の

ヶ

夕
違

い
な
ど
）

④
信
義
誠
実
の
原
則
に
反
す
る

契

約

（
お

互

い
に

契

約

交

渉

か

ら

最

後
ま

で

信

義

に

從

い
誠

実
に

行

う

こ

と
と

な
っ

て
い

ま

す
）

⑤

権

限

の

な

い
代

理
人

に

よ

る

契

約

ま
た
、
未

成
年

者
の

契
約
、
詐
欺

・
脅

迫
に

よ
る
契
約
、
心
身
喪
失

簡
易
書
留

・
契

約
者
住

所

・
契

約
者
氏

名

や
高
齢
者
な
ど
で
判
断
能
力
が

低
下
し
て
い
る
人

の
契

約
は
取

ロ
ソ
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ

の

よ

う

な
と

き

は
契

約
解

除

で

き

ま

す

①
ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
の
通
知

を
し
た
と
き

②
事
業
者
が
義
務
を
守

ら
な
い

と
き

②
商
品
に
隠
れ
た
欠
陥
が
あ
る

と

き
④
継
続
的
契
約
で
期
間
が
決
ま

っ
て
い

な
い
と
き

し
か
し

、
消
費
者
が
期
限
が

さ
て
も
お
金
を
支
払
わ
な
い
と

き
は
、
業
者
か
ら

一
方
的
に

契

約
を
解
除
さ
れ

、
損
害
賠
償
請

求
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
双
方
の
話
し
合
い
で

合
意
解
約
も
で
き
ま
す

。

日常の買い物も契約です

市

税

の

納

期

前

納

付

報

奨

金

制

度

が

廃

止

に

な

り

ま

し

た

こ

れ
ま

で
、
市

税
（
市

・
県

民
税

、

固
定

資
産

税

・
都
市
計

幽
税

）
を

納

期
前

に
納

付
さ

れ
た
人

に
報

奨
金

を

交
付

し
て

い
ま
し

た

が
、
平
成

９
年

度
課

税
分

か
ら
こ

の
制

度

が
廃
止

さ

れ
ま

し
た

。

今
後

も

自
主

納
税

に
対
す

る

ご
理

解
と

ご
協

力
を

お
願

い
し
ま

す
。

な

お
、

納
税

に
は
筒

単

・
便
利

な

口
座

振
替

を
ご
利

用
く

だ
さ

い
。

・黯
収

納
課

厚

生

年

金

・

国

民

年

金

積

立

金

還

元

融

資

で

市

立

病

院

お

よ

び

市

立

東

松

戸

病

院

の

医

療

器

械

等

を

整

備

平

成

８
年

度
病

院
整
備

事
業

と
し

て
行

わ
れ
た

医
療

器
械
整

備
事
業

・

用

地
取

得
事

業
は

、「
厚

生
年

金

・
国

民
年

金
積
立

金
還
元

融
資

」
に

よ
り

行

い
ま
し

た

。

圃

国
保

松
戸
市

立

病
院
企

画

財
務
課

登

鰯
・
2
1
7
1

内

線
2
4
2
1

番

、

松

戸
直

立
福

祉
医
療

セ

ン
タ

ー
東
松

戸

病
院

総
務

課

容
涯

’
5
5
0
0

内

線
ｎ
乙
り乙
１

０
が番

市

立

病

院
休

診

の

お

知

ら
せ

眼
科
外
来
は
、
５
月
1
5日
困

・
1
6

日
嵐
は
都
合
に
よ
り
休
診
し
ま
す
。

圃
巾
立
病
院
眼
科
外
来

昔
沺
・
2
1

7
1
内
線
2
1
0
6

番

視

覚

障

害

者

の

た

め

の

「

更

生

援

護

相

談

室

」

を

開

設

開

貎

」
」時

平

成
1
0年

３
月
3
1
口
ま

で

の
毎
週

水
曜
口

午
前
1
0
時

～
午

後

４
時

（
８

月
!
3
囗

・
Ｊ

囗

、
1
2月
3
1

日

、
１
月

７
日

・
1
4日

を

除
ぐ
）

会
場

千
葉

点

字
図
書

館

（
四

街

道
市

四
街

道

一
の
九

の
言
　

内
容

視

覚

障
害

者
へ

の
適
切

な
助

言

や
生
活

指

導

、
点
字

の
指
導

（
電

話

・
文

書

に

よ

る
相
談

も
可
）

圄

齟
千
葉

県
視

覚
障
害

者

倔
祉
協
会

昔
圓
・
4
2
1・
5
1
9
9

番

、
叫

圓
・

4
2
1
・
5
1
7
9

番

赤

十

字

社

員

（
会

員

）

に

ご

加

入

を「
す

べ
て

の
人

々
に
人

間

の
尊
厳

を
」

を

ス
ロ

ー
ガ

ン
に
、
赤

十

字
社

員

（
会

員
）

増
強

・
社
資
募

集
運

動

を
展

開

し
ま

す
。

災
害

救
護

や
献

血

・
医
療

活
動

な

ど
は
、
皆

さ

ん
の
浄

財

（
社

費
）

に

よ

っ
て
賄

わ

れ
て

い
ま
す

。

町

会
役

員

・
赤

十

字
奉
仕
団

員

の

皆

さ
ん

が
お
伺

い
し

ま
す

の
で

、
運

動

の
趣
旨

を

一
人

で

も
多
く

の
人

に

ご
理

解

い
た
だ

き
、

ご
加

入

い
た

だ

け

る
よ
う

お
願

い

い
た
し
ま

す

。

崑
日

本
赤

十
字
社
千

葉
県

支

部
松
戸

市
地
区

（
援
護
課

内
）

戦

跡
慰

霊

巡

拝

時
期
・
地
域
左
表

の
と
お
り

対

象
①
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行
丿
戦
域
に

お
け
る
戦
没
者
の
遺
族
（
配
偶
者
、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
）
で
あ
る
こ

と
②
健
康
状
態
の
良
好
な
人
③
年
齢

は
、
原
則
と
し
て
七
十
五
歳
以
下

で

あ
る
こ
と

※
畚
加

者
に
は
、
国

・
県
か
ら
そ
れ

・

ぞ
れ
三
分
の
一
の
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

圃

所
定
様
式
に
、
死
亡
公
報
の
写
し

ま
た
は
戦
没
者
の
除
籍
謄
本
と
医
師

の
証
明
書
等
を
添
え
て
、
直
接
援
護

課
窓
口
へ

亶

援
護
課
社
会
係

地域 実 施 時 期 概 算 経 費

旧ソ連墓参（7ヵ所） 6月下旬～9月中旬 20万円～45 万円

モンゴル墓参 8月下旬 30万円～35 万円

中　国 8月下旬 30万円～35 万円

トラック諸島 9月上旬 2ﾜ万円～29 万円

インドネシア 9月下旬 33万円～35 万円

硫黄島 10月中旬 調整中

ビスマーク・ソロモン諸島 11月上旬 42万円～45 万円

マーシャル・ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ 諸島 10年2月中句 45万円～50 万円

フィリピン 3月上旬 21万円～23 万円

松

戸

地
域

職

業

訓

練
セ

ン

タ

ー
（
テ
ク
ノ
2
1）

講

座

の

ご

案

内

圃
左

記
事

務
所

窓

口
で

先
着

順

で
受
付

列
松

戸
地

域
職
業
訓

練
セ
ン

タ
ー
（
松
戸
市
小

金
原
一
の
一

九
の
三
）

さ
3
4
9・
3
2
0
0

番

講　座　名 日　　時 定員・費用

ワ

ー

プ

ロ

・

パ

ソ

コ

ン

講

座

ワープロ・パソコ

ン入門講座

①6/ 9(H) ･ 10W 午前

②6/25 困 ・26 困 午後

6/ 2 ㈲・　3灰)午後

各10 人

6,000円w  i n  d o w s 95

入門講座

ワープロソフト

一太郎入門講座
6/11留゛12困午前 10人

10,000円

ロータス1-2-3

入門講座

6/ 7(土)・14 圉

21出

10人

15,000円

エクセル入門講座
6/1 m ・12 團　 。

13銜　　　　午後
10人

10,000円

※午前＝午前9時30 分～午後O時30 分、午後＝午後1時

30分～4時30 分　土日荏日＝午前9時30分～午後4時30分

パ
ソ
コ
ン
講
座

初心者入門講座
6/ 9 ㈲・　10㈹　 。

16(月)・17 ㈹ 午後 各5人

15,000円
初級講座 6雪 冂 諮ゃ前

※午前＝午前9時30分～正午、午後＝午後1時30分～∠1時

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
は
、
物
価

上
昇
に
よ
る
年
金
の
目
減
り
を
防
ぐ

た
め
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
が
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ

れ
は
、
少
し
で
も
物
価
に
変
動

が
あ
れ
ば
年
金
額
も
改
定
さ
れ
る
仕

組
み
で
す
。
平
成
８
年
の
消

費
者
物

価
指
数
は
、
平
成
７
年
に
比
べ
て
○

・
一
％
上
昇
し
ま
し
た
の
で
、
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
れ
ば
平
成
９
年
度

の
年
金
額
も
自
動
的
に
○

し

％
引

き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
８
年
度

は
、
平
成
７
年
の
消
費
者
物
価
指
数

が
前
年
比
○

∴

％
の
下
落
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
本
来
な
ら
ば
年
金
額

も
○

∴

％
引
き
下
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
を
特
例
に
よ
り
据
え

置
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
９
年
度
の
年
金

額
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
８
年

度
の
マ
イ
ナ
ス
〇
・
一
％
分
を
含
ん

だ
も
の
で
計
算
す
る
た
め
、
年
金
額

は
据
え
置
き
と
な
け
ま
し
た
。

脛
国
民
年
金
課
給
付
係

平成 ９年度年金 額表（単位:円）

国民年金の種類
年　 額 月　 額

[新　法〕

65,458老齢基礎年金 ﾜ85,500

障害基礎年 金（1 級） 981,900 81,825

(2 級) ﾜ85,500 65,458

遺族基礎年金( 子１人) 1,011,500 84,292

(基本) ﾜ85,500 65,458

(加算) 226,000 18,833

〔旧 法〕

老齢年金（10 年年金） 4ﾜﾜ,100 39,ﾜ58

老齢年金(5 年年金) 406,100' 33,842

老齢福祉年金 402,400 33,533

〔一部支給停止後の額〕 314,100 26,1ﾜ5

※年金 額は 昨年 度と 変更 あり ませ ん。

アポイントメントセールス

自宅に電話があり、「20 歳になった人の中から抽選で

当たりました。商品をあげるので当社に来てください」

と言われ行った。そこでビデオを見せられ「こんな立

派な施設が利用できる」と説明され、複合レジャー会

員権の契約をした。その後、施設を利用しないまま数

力月が過ぎた。必要もないし 、支払いも大変なので解

約したい。

[結果]

契約の経緯と解約希望を書いて内容証明郵便を業者

に出すよう助言し、センターからも販売方法に問題が

あると抗議したが、クーリング・オフ期間も大幅に過

ぎていることもあリ解約料20万円で合意解約となった。

消 費 生 活 セ ン タ ー 案 内

センターは、市から委嘱された相談員が、専門的な

立場から親身になってアドバイスをします。相談は電

話でも受け付け、プライバシーには十分配慮し 、秘密

は固く守られますのでお気軽にご相談ください。

また、消費生活に関する月刊誌や書籍・ビデオが閲

覧できます。無料で貸し出しもしていますのでご利用

ください。

所 在 地…松戸市小根本7 －8

京葉ガスF 松戸第2 ビル5 階

電　　 話…365-6565 番　ファクス…365-9606 番

相談受付…月曜日～金曜日（祝日を除く）

午前９時～正午、午後１時～４畤

廁
常
磐
線
・
新
京
成
線
松
戸
駅

東
口
下
車
　
徒
歩
七
分

事例1～3は、昨年センターが実際に受けた相談です。

業者の中には 、合意解約に応じ ても手数料を請求 する 業者も多

く、はじめからその手数料が目当てのような例も見受けられます。

解約できたと喜ぶより 、そのような契約はし ないことです。

三
人
の
相
談
員
が
、
毎
日

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す

相談事例３

アポイントメントセールスは、20歳代の若者がター

ゲットとなり、特に、20歳の誕生日直後に異性から電

話で呼び出されることが多いようです。

案
内
図

平
成
９
年
度
の
年
金
額
は
据
え
置
か
れ
ま
し
た

あ
な
た
な
ら

ど
う
し
ま
す
か

甘い言葉にご用心



ス
ポ
ー
ツ

市

民

ボ
ウ

リ
ン

グ
大

会

６
月
1
5日
㈲
午
前
1
0時
か
ら
　
会

場
松
戸

グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
　
対
象
市

内
在
住

こ
仕
勤
・
在
学
の
中
学
生
以

上
　
種
目
ジ
ュ
ニ
ア

∴

般
男
子

・

一
般
女
子

窖

貝
先
着
八
十
人

費

用
予
選
二
千
円

・
決
勝
五
百
円

圃
６
月
８
日
襾
ま
で
に
、
費
用
を
添

え
て
市

内
各

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
へ

圃
松
戸
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
・
細
谷

昔
3
4
1
・
9
7
5
1

番

体
力

づ
く

り

教

室

５
月
2
0日
・
2
7日
、
６
月
３
日
の

火
曜
日
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
東

部
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
女
性

定

員
三
十
人

費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

圃
体
育
指
導
委
員
・
安
川
公
3
9
1
・
9

2
4
8
番

ど

な

た

で

も

参

加

で

き

る

陸

上

競

技

記

録

会

５

月

財一
日

市
午
後
１

時
3
0
分

か
ら

受

け
付

け

会
場

運
動
公

園

陸
上
競

技
場
　

対

象
小
学

四
年

生
以

上
　

種

目
五

十
封

・
百

び
・
八
百
八
（
女

子
）

・
千

打

こ
二
千

打

・
走
り

幅
跳

び

・

砲
丸

投

げ

（
４

㎏

公

也

春
用

一

種
1
1百

円

示

学
生

は
無
料

）

軍
晋

日
会

場
で

圃
松

戸
市

陸

上
競
技

協
会

・
鵜

沢

登

3
6
4
・
7
5
5
5

番

（
午

後
６

時
～
８

時
）

初

心

者

ゲ

ー
ト

ボ

ー
ル
教

室

５
月
2
3囗
窗
・
2
4日
出
・
2
5囗
㈲

午
前
９
時
～
正
午

会
場
中
央
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場

費
用
無
料

車
当

日
会
場
で

圃
松
戸
市
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
・
池

田

昔
3
4
3
・
0
2
5
0

番

身

体

障

害

者
水

泳

出
張

教
室

各

目
の
能
力
に
合
わ
せ
て
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

水
泳
の
指
導
を
し
ま
す
（

日
時
は
相

談
に
応
じ
ま
す
）
　
会
場
和
名
ケ
谷

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
温
水

プ
ー
ル

春
乕

一
回
三
千
円

三

時
間
）

圃

ク
リ
オ
ネ
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・

鶴
貝

昔
3
6
2
・
5
5
7
3

番

な
ぎ

な

た

教
室

５
月
９
日
～
６
月
2
7日
の
毎
週
金

曜
日

釡

八
回
）
、
午
前
Ｈ
時
～
午
後

１
時

会
場
運
動
公
園
剣
道
場

費

用
子
三
百
円
（
保
険
料
）

用
当
日
会
場
で

羆
松
戸
市
な
ぎ
な
た
連
盟
・
野
口
昔

3
4
5
・
0
4
1
0

番

家

庭

婦

人

卓
球

大

会

５
月
1
4日
水
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館
　
対
乖
市
内
在

住

こ
仕
勤
の
女
性

内
容
ラ
ン
ク
別

ダ
ブ
ル
ス
戦
　
善
乕

一
人
六
百
円

圃
５
月
７
日
水
午
前
1
0時
か
ら
、
運

動
公
園
会
議
室
で
行
う
組
み
合
わ
せ

会
議
に
て

舞
家

庭
婦
人
卓
球
連
盟
・
古
川

昔
3
6
2

・
3
7
2
9

番

市

民

ハ

イ

キ
ン

グ

６
月
１
囗
㈲
午
前
５
時
伊
勢
丹
松

戸
疸

則
集
合
、
午
後
９
時
帰
着
予
定

会
場
山
梨
県
十
二
が
岳

（
歩
程
八
時

間
）
　
対
乖
中
学
生
以
上
　
定
員
先

着
三
十
人
　
曹
用

一
万
円

鵞
松
戸
市
山
岳
協
会

こ
綺
橋

昔
3
8
7
・

1
7
8
4
番

ミ

ニ

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

教

室

５
月
1
7
日

・
財一
日

・
3
1日

の
土
曜

日

、
午

後
２

時
～

４
時

会

場
梨
香

台
小

学
校

体
育
館
　

対
乖

小
学
三

年

生
～

六
年

生
　

定

員
先
着

四
十

人

費

拑
無

料

圃
直
接
ま
た
は

電
話
で
ス
ポ
ー

ツ
課

昔
3
6
3
・
9

2
4
1
番
へ

小

学

生
女

子

リ

ズ

ム

体

操

教

室

５
月
2
4
日
～

７
月
1
9
日

の
毎
週

土

曜
日

（
６

月
1
4日

を
除

ぐ
全

八
回
）
、

午

後
４

時
3
0分

～
６

時

会

場
運

動

公

園
小

体
育
室
　

対

乖
小
学

生
の
女

子

霍

貝
先
着
三

十
人

費
用

無
料

圉

直
接

ま
た

は
電
話

で
ス

ポ
ー

ツ
課

登
3
6
3
・
9
2
4
1

番

へ

カ

ヌ

ー

ス

ク

ー

ル

６
月

１
日
～
2
1
日

の
土

曜
日
（
午

後
１
時
3
0
分
～

３
時
3
0
分

）
・
日
曜

日
（
怎

削
1
0時
～
正

午

）
の
う
ち

都
合

の
よ

い
三
日

間

会
場

江

戸
川

三

郷
有
料

橋
下
）
　

対

乖

小
学

校
四
年

生

以
上

で
多
少

泳

げ
る
人
　

曹
用

九

千

円

（
軽
食

・
保

険
料
を

含
む
）

惠
５
月
2
7
日

㈹
ま

で
に

、
（

ガ
キ
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
都

合
の
良

い
日

足

日

間
）
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢

・
電
話

番

号

を
記
入
し

て

、

干
謳
松
戸
市

小

金

原
三

の

一
八

の
二

二

の
三
〇
三

松

戸
市

カ
ヌ

ー
協
会

・
岡
田

威
夫

（
登

隰
3
4
2・
9
4
3
9

番

）

へ

バ
ド

ミ

ン

ト
ン

教

室

５
月
1
0日
出
午
後
７
時
～
９
時

会
場
小
金
原
体
育
館
　
春
用

無
料

用
晋
日
会
場
で

亶
体
育
指
導
委
員
・
市
村
昔
3
4
2
・
6

1
9
0
番
（
夜
間
の
み
）

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

婚
前
・
新
婚
学
級

保
健
・
衛
生

日　　時 内　　　　　　 容

5/29

休 ）

夫婦で考えてみよう!､～現代社会における家族の役割～

講師　順天堂大学医学部助教授　米林喜男氏

6/5

休 ）

も つと知ろう　身体のこと！～安心し て妊娠・出産を迎え

る ために　講師　愛育病院産婦人科 加藤季子氏

6/12

休 ）

将来のお父さんお母さんへ！～ビデオ「お父さんへ赤ちゃ

んからのメッセージ」～健康チェックしてみませんか？～

（フ ードチェックや自動血圧計等）健康課呆健婦

対
象
未
婚
ま
た
は
新
婚
の
男
女

二

人
で
の
参
加
歓
迎
）

会
場
中
央
保
健

セ
ン
タ
ー
　
費
用
無
料

匣
５
月
2
3日
窗
ま
で
に
、
電
話
で
小

金
保
健
セ
ン
タ
１・
容
錙
・
5
6
0
1

番
へ

教室名 日　　時 会　　場 費用 問い合わせ

グラウンド

・ゴルフ

5/10 圉

午前9時～正午

八ヶ崎第二

小学校校庭

無料

体育指導委員

吉村昔3印-

3323 番5/180日)

午前9時～正午

幸谷小学校

校庭

インディア

カ

5/16 廊･23 窗

30 銜 午前11 時

～午後1時

和名ケ谷ス

ポーツセン

ター体育室

体育指導委員

渡部S391-

154ﾜ 番

インディア

カ・ラージ

ポール卓球

5/17R

午後ﾜ時～9 時

小金原体育

館

体育指導委員

市村Q342-

6190 番(夜間)

グラウンド

・ゴルフ

5/11 (I日)

午前9時～正午

六高台スポ

ーツ広場

100 円

(保険

料)

体育指導委員

山方a38ﾜｰ

9009 番

5/18 ⑧

午前9時～正午

新松戸南小

学校校庭
無料

体育指導委員

松本B341-

8820 番

軍
晋
日
会
場
で

酒

の

悩

み

ご

と

相

談

・
家

族

教

室

５
月

８
日
水
・
2
2日
水
午
後
１
時
3
0

分
～
４

時
3
0分

会
場

松

戸
保

健
所

費
用
無
料

圃

電
話

で
松
戸

保
健
所

精

神
保
健

福

祉
班

昔
3
6
1・
2
1
2
1

番

へ

療

育

相

談

５
月
８
日
水
午
後
１
時
～
１
時
1
5

分
受
け
付
け
（
実
施
時
間
午
後
１
時

～
２
時
）
　
会
場
松
戸
保
健
所

対

象
①
遽
動
機
能
に
問
題
の
あ
る
十
八

歳
未
満
の
人
②
市
で
実
施
し
て
い
る

股
関
節
脱
臼
検
診
未
受
診
者

⑤
整
形

外
科
的
に
心
配
の
あ
る
乳
幼
児
　
内

容

診
察
・
保
健
指
導

春
用

無
料

※
乳
幼
児
は
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

昔
3
6
1
・
2
1
2
1

番
へ

よ

い

歯
の

コ
ン

ク

ー
ル

（
高
齢

者

・
母

と

子

）
参

加

者

を
募

集

対
象
旦

咼
齢
者
＝
４
月
１
日
現
在

八
十
歳
以
上
で
歯
（
か
ぶ
せ
た
歯
・

さ
し
歯
可
）

が
二
十
本
以
上
あ
る
人

②
母
と
子
＝
平
成
８
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
９
年
３
月
3
1日
の
間
に
三
歳

児
歯
科
健
康
診
査
を
受
診
し
た
幼
児

と
そ
の
母
親
で
、
歯
が
健
康
な
人

受
付

け
時
６
月
５
日
水
①
午
後
２
時

3
0分
～
３
時
②
午
後
３
時
～
３
時
2
0

分

会
場
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

定

員
先
着
順
で
①
三
十
五
人
②
母
子
二

十
組

※
優
勝
者
は
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
参

加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

圃
電
話
で
健
康
課
保
健
係
昔
3
6
6
・
7

4
8
6
番
へ

愛

の

献

血

５
月
８
日
本
午
前
1
0時
～
Ｈ
時
4
5

分
と
午
後
１
時
～
４
時

会
場
松
戸

市
役
所

棘
健
康
課
昔
3
6
6
・
7
4
8
7

番

お

知

ら

せ

女

性

セ
ン

タ

ー
国

内
派

遣
研

修

「
最

先

端
の

女

性

学

・
ジ

ェ
ン

ダ

ー
研

究

を
あ

な

た

に
」

８
月
１
日
吻
～
３
日
㈲
（
二
泊
三

日
）
　
対
象
主
に
女
性
で
構
成
さ
れ

た
市
内
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
そ

の
会
の
代
表
と
し
て
参
加
で
き
る
満

二
十
歳
～
五
十
九
歳
の
人
　
内
容
国

立
婦
人
教
育
会
館
（
埼
玉
県
比
企
郡

嵐
山
町
）
主
催
の
女
性
学
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
（
文
化
的
・
社
会
的
に
つ
く
ら

れ
た
性
差
）
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
女

性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
女
性
学
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
＝
新
し

い
価
値
の

創
造
」
に
参
加
し
て
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
活
動
に
役
立
て
る

定
員
五
人
　
春
乕

無
料

※
５
月
６
日
火
～
９
日
脂
に
、
女
性

セ
ン
タ
ー
で
募
集
要
項
を
配
布

圃
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
登
3
6
4

・
8
7
7
8

番

個

人

市

政

見

学

会

の

参

加

者

を

募

集市

民

の
皆

さ

ん
に
市

政
を
身
近

に

感
じ

て

い
た
だ
く

た
め

、
個
人

を
対

象
に

し
た
市

政
見

学
会

を
実
施
し

ま

す

。５

月
1
3日

火
午

前
９

時
市
役

所
正

面
玄

関
集

合
　

コ

ー
ス
市
役

所
～

博

物
館

～
和
名

ケ
谷

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ

ー
（
昼
食

お
よ

び
見

学
）

～
消

防
局

～
市

役
所

（
解
散

）
　

定
－
貝
先

着
二

十
二

人
　

持
ぢ
物

昼
食

（
食

堂
等

は

あ
り

ま
せ

ん
）
　

春
乕

無

狆

圃
電

話

で
広
報
課

へ

教

育
委

員

会

会

議

を
開

催

５
月
1
5日
困
午
後
２
時
か
ら
　
会

場

只
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室
　
議
案
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

圜
教
育

官
貝
会
企
画
調
整
室

昔
3
6
6
・

7
4
5
5
番

千

葉

県
調

理

師

試

験

試
験
日
７
月
1
8日
窗

会
場
東
葛

飾
合
同
庁
舎
　
願
書

覚
付
期

間
５
月

1
9日
側
～
2
1日
水
午
前
９
時
3
0分
～

正
午
と
午
後
１
時
～
４
時

※
出
願
書
類
は
保
健
所
で
配
布

兩
直
接
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

（
昔
3
6
1
・
2
1
2
1

番
）
へ

県

民

の

日

「

フ

ァ

ミ

リ

ー

バ

ス

ツ

ア

ー

」

６

月
1
4日

出
午
前

８
時
5
0
分
松

戸

市

役
所
前

集
合

行
き
先

幕
張

メ

ッ

セ

（
県

民
の
日

中

臾
行

事
を

見
学

）

対
乖

車

堅

仕
住

の
小

学

生
以
下

の
子

ど

も
と

そ
の
保

護
者
　

定
員
五

十
人

（
抽
選

）
　

費

用
無

料

※
昼
食

は
各

目
で
持
参

匣

５
月
1
9
日
丱

〔
必

着
〕

ま
で

に
、

往

俣
（

ガ
キ
に

申
込

者
全
員

の
住

所

・
氏
名

・
年
齢

・
電

話
番
号

・
松

戸

市

役
所
前

乗
車

希
望

と
記
入

し

て
、

一
丁
蹈
松

戸
市
小

根
本

七
東

葛
飾
支

庁

県

民
セ

ン

タ
ー
「

フ
ァ
ミ

リ

ー
バ
ス

ツ
ア
ー
」
係
（
容
3
6
5
・
3
0
0
8

番

）
へ

福

祉

公

社
非

常

勤

職

員

を
募

集

職
種
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
　
採
用
人

員
若
干
名

資
格
介
護
福
祉
士
ま
た

は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
１
級

～
３
級
課
程
修
了
者

（
市
内
医
療
機

関

二
俣
祉
施
設
勤
務
者
を
除
ぐ
）

※
５
月
1
7日
出
午
前
1
0時
か
ら
福
祉

公
社
で
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

鵞
諾
松
戸
市
福
祉
公
社
事
業
係
（
総

合

俣
祉
会
館
内
）
登
3
6
8
・
2
9
4
1
番

青
少

年

対

象

・
夏

期

海

外
派

遣

事
業

の

参

加

者
募

集

①
ア
メ
リ
カ
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

②
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

⑤
不
ン
ド

ネ
シ
ア
研
修

①
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修

⑤
カ
ナ

ダ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
⑥
カ

ナ
ダ
キ
ャ
ン
プ

期
間
・
宙

貝
・
費

用
各
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る
　
対
象

半

玉

回
中
学
二
年
生
土

咼
校
三
年
生

⑥
小
学
五
年
生
士

咼
校
三
年
生

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

圃
剛
国

際
青
少
年
研
修
協
会

容
0
3・

３
３
５
９
・
8
4
2
1

番

情報

チャンネル



講
座
・
講
演

青

年

講

座

「
ス

テ

ッ

プ

ー
・
２

・
３

ぱ
そ

こ

ん
初

級

編
」

①
５
月
2
7日

㈹
～
3
0囗
糜
②
６
月

３
囗
㈹
～
６
日
糜
、
各
午
後
７
時
～

８
時
3
0分

会
場

肯
少
年
会
館

対

象
十
六
歳
以
上
の
人

（
三
十
歳
未
満

の
人
を
優
先
）
　
内
容
冨
士
通
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
9
5の
簡
単
な
操
作

定
員
先
着
各

十
人
　
持
ち
物
筆
記
用
具
等
　
春
用

千
八
百
円

圃
５
月
６
囗
㈹
か
ら
、
電
話
で
青
少

年
会
館
登
3
4
4
・
8
5
5
6

番
へ

社

会

福
祉

施

設

就

労
入

門

講

座

講
義
５
月
2
4日
出
午
前
1
0時
～
午

後
４
時
　
施
設
実
習
５
月
2
7日
㈹
～

2
9日
水
の
う
ち
の
一
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時

会
場
千
葉
県
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
実
習
は
県
内
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
　
対
象
社
会
福
祉

施
設
に
就
職
を
希
望
す
る
三
十
五
歳

く
ら
い
ま
で
の
人
　
定
員
先
着
三
十

人
　
蓄
乕

無
料

圃
５
月
６
囗
天
か
ら
、
電
話
で
千
葉

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
昔
鵬
・
2
4
8
・

１
９（
・ｎ
ｊ
４
番
へ

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会
５

月
1
3日

～

７
月
1
5
日

の
毎

週
火

曜

日

（
全

十

回

）
、

午
前

９
時
3
0
分

～
1
1
1
1
1
1

時

会

場

馬

橋
市
民

セ
ン

タ
ー

持
ち

物
運
動

靴
ま

た

は
バ
レ

ー
シ
ュ

ー
ズ
　

費
用
二
千

円

鵞

コ
ス

モ
ス

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン
ス
サ

ー

ク
ル

・
石

井

容
3
4
1
・
4
6
8
8

番

社

交

ダ

ン

ス

初
心

者

講

習
会

５
月
1
0日
～
７
月
2
6日
の
毎
週
土

曜
日

（
全
十
二
回
）
、
午
後
７
時
～

９
時

会
場
ハ

ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

眥

塵
（
千
円

圃
み
さ
き
ダ
ン
ス
研
究
会

了
加
藤

登

3
6
2
・
８
１
８
β０
番

国

際
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

５

・
1
7イ

ン
松

戸
「
カ
ナ

ダ
・
ニ

ュ

ー
ジ

ー

ラ
ン

ド
の

行

財
政

改
革

に

孛
ぶ

」

５
月
1
7日
出
午
前
９
時
3
0分
～
午

後
ｏ

時
2
0分

会
場
市
民
劇
場

内

容
カ
ナ
ダ

ー
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
両

大
使
館
ほ
か
後
援
に
よ
る
講
演
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
演
者

＝
ニ
ュ

ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
大
使
館
一
等
書
記
官
・
ニ
ー

ル
ス

ー
ホ
ル
ム
氏
、
カ
ナ

ダ
大
使
館

参
事
・
ジ
ョ
ン

ー
ス
ロ
ー
ン
氏
、
総

合
司
会
＝
永
井
清
陽
氏
（
読
売
新
聞

編
集
委
員

）
　コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

＝
平
野
勉
氏
（
松
戸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
）
　
費
用
入
場
無
料

※
講
演
は
日
本
語
で
行
わ
れ
ま
す
。

圃
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
５
・
1
7イ
ン

松
戸
準
備
室

昔
3
6
2
・
5
4
5
6

番

お
は

な

し

キ

ャ
ラ

バ
ン

「
お

す

す

め
絵

本

講

座
」

①
５
月
2
9日
本
＝
青
少
年

会
館

②

５
月
3
0日
窗
＝
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
③
５
月
3
0日
蚩
＝
す
く
す
く
さ
ぽ

１
と
2
1（
北
松
戸
保
育
所
内
）
④
６

月
1
9日
本
＝
二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ

ン
タ
ー
⑤
７
月
1
0日
本
＝
六
実
市
民

セ
ン
タ
ー
　
時
間
午
後
１
時
3
0分
～

３
時
3
0分
（
②
の
み
午
前
1
0時
～
正

午
）
　
対
象
乳
幼
児
の
お
母
さ
ん
ま

た
は
絵
本
に
関
心
の
あ
る
人

霍

貝

先
着
各
三
十
人
　
春
用

無
料

圃
５
月
2
4日
出
ま
で
に
、
電
話
で
齟

松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
昔
3
4
4

・
ｑ
Ｊ
ｏ
ｑ
Ｊ
７
番

へ

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

５
月
1
0
日

出
午

後
１

時
3
0
分
～

３

時
3
0分

会

場
青
少

年
会

館
樋

野
口

分
館

対

象
十
五

歳
以
上

の
人

言

十
歳
未

満

の
人
を

優
先

）
　

定
－
貝
先

着
二

十
人
　

持
ち

物
運
動

着

・
上
履

き
　

菩
乕

無

料

惠
５

月
６
日

㈹
か
ら

、
電

話
で
青

少

年

会
館

登
剔
・
8
5
5
6

番

へ

朗

読

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア
養

成

教

室

６
月
５
囗
～
平
成
1
0年
２
月
1
8日

の
毎
月
第

丁

第
三
木
曜
日
、
午
前

1
0時
～
正
午

（
全
十
四
回
・
８
月
と

１
月
を
除
ぐ
）
　
会
場
市
社
会
福
祉

協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

対
乖
市
内
在
住
で
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
心
が
あ
Ｉ

全
回
出
席
で

き
る
六
十
歳
未
満
の
人

定
員
三
十

五
人

（
抽
選
）
　
費
用
無
料

圃
５
月
９
日

窗
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

・
年
齢
を
記
入
し
て
、
干
2
7
1
松
戸
市

本
町
一
四
の
二
第
一
生
命
ビ
ル
内
松

戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
教
室
」
係
（
登
3
6
2
・
5
9
6
3

番
）
へ

ス

ク

エ

ア
ダ

ン

ス

講

習

会

５
月
1
0日
～
７
月
2
6日
の
毎
週
土

曜
日
（
全
十
二
回
）
、
午
後
７
時
～

８
時
5
0分

会
場
明
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
三
千
円

筒
松
戸
パ
イ
ン
コ
ー
ン
ズ
・
中
田

昔

3
4
1
･

　
t＞
-
1
にａ
β０
βｎ
）番

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー

日　時 会　場 テーマ ._講　　 師

5/17

圉
午
前

10
時
Ｓ

正
午

会 京
議 葉
室 が

ス
Ｆ
松
－
尸第
－
－
ビル

五
階

あなたの保険の目的

は？ライフ スタイル

と生活設計との関係

日本大学商学

部教授

真屋尚生氏

24

圉

保険はとこ まで生活

をサポートできるか

(生命保険編)

生命保険協会

派遣講師

31

圉

保険はとこ まで生活

をサポートできるか

(損害保険編)

損害保険協会

派遣講師

寉

貝
先
着
四
十
人

（
全
回
出
席
で
き

る
人
）
　
善
用

無
料

※
保
育
が
あ
り
ま
す

（
二
歳
以
上

。

費
用
お
や
つ
代
二
百
円
）

圉
５
月
1
4日
團
ま
で
に
、
電
話
で
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
容
3
6
6
・
7
3
2
9

番
へ

楽

し

い
子

育

て

講

座

「

お
は

な

し

上

手

は
子

育

て

上
手

」

５
月
1
3囗
㈹
午
前
1
0時
～
1
1時
3
0

分

会
場
新
松
戸
南
パ
ー
ク
（

ウ
ス

集
会
所

内
容
絵
本
や
お
は
な
し
の

与
え
方

謹
師
浜
島
代
志
子
氏

対

象
乳
幼
児
～
小
学
生
を
子
育
て
中
の

お
母

さ
ん

宙

貝
先
着
三
十
人
（
子

連
れ
可
）
　
春
乕

無
料

圃
電
話
で
マ
ザ
ー
リ
ン
グ
の
会
・
松

成

昔
猖
・
5
3
1
4

番
へ

や

さ

し

い
囲
碁

教

室

（
入

門

・

初
級

）

５
月
1
8日
～
６
月
2
9日
の
毎
週
日

曜
日
（
全
七
回
）

①
人
門

＝
午
前
1
0

時
～
午
後
Ｌ
時

②
初
級

＝
午
後
１
時

3
0分
～
５
時
3
0分

会
場
日
本
棋
院

尚
和
会
常
盤
平

支
部

内
容

①
ミ
ニ

盤
か
ら
⑦
基

礎
か
ら
　
曹
用

一
回
五

百
円

亶
日
本
棋
院
尚
和
会
常
盤
平
支
部
・

岩
島

昔
3
8
8
・
3
0
2
2

番

松

戸

話

し

方

教

室

５

月
2
0日

～
７

月
８
日

の
毎

週
火

曜
日

（
全

八
回
）
、
午

後
６

時
3
0
分
～

９
時

会

場

市
民

劇
場

費
用

八
千

円靉

Ｈ
Ｒ
松

戸
話

し
方
研

究
会

由

村

登
3
4
5
・
8
1
5
0

番

甲

種

防

火

管

理

講

習

会

６

月
1
0日

㈹

∴
1
1日

水
、
午

前
９
時

3
0分

～
午

後
５

時

会
場

市
消
防

局

定
員
先

着
百

五
十

人
　

費
用

四
千
円

（
テ
キ

ス
ト
代

）

匣
５

月
2
1
日

水
～
2
8
日

水
の

間

に

、

直

接
市

内
各
消

防
署
ま

た

は
消
防
局

予

防
課

へ

棘
消

防
局

予
防

課

昔
3
6
3
・
1
1
1
1

内

線
2
0
8番

矢

切

ダ
ン

ス

教

室

５
月
3
1日
出
午
後
７
時
～
９
時

会
場
矢
切
公
民
館
　
内
容
ル
ン
バ
ほ

か

窖

貝
当
日
先
着
五
十
人

費
用

無
料

問
矢
切
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
平
川

登

3
6
2
・
Ｏ
［
ａ
７
８
番

は

る

か

ぜ

４

ｔ

ｈ

コ

ン

サ

ー

ト

５
月
2
5
囗

㈲
午
後
２

時
3
0
分
～
４

時
3
0
分

会
場

市

民
会

館

内
容

一

部
合
唱

、
二

部
太

鼓

・
民

舞

ジ
ン
ク

ア

ウ
ト

、
三

部
川
田

龍
平

さ

ん
と
共

に
音
楽
構

成

詩

「
未

来

へ
の
選

択
」
、

薬
害

エ
イ

ズ
訴
訟

で
原

告
だ

っ
た
川

田

龍
平

さ

ん
の
お
話
　

春
用

大
人

千

三

百
円

・
申

咼
校

生
八
百

円

・
小
学

生
五
百
円

（
障
害

者
割
引

あ
り

）

肩
東

葛

合
唱

団

は
る
か

ぜ

・
田

中

昔

0
3・
３
６
０

０

・
2
4
1
0

番

（
夜

間

の
み
）

借

地
借

家

の

無

料
相

談

５
月
Ｂ
囗
㈹
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

奈
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

羆
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷

昔

3
4
5・
３
［
ａ
４

８

番

おはなしキャラバン

初
心

者

俳

句

講
座

５
月
1
7日
出
・
1
8日
㈲
午
後
１
時

～
４
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　
持
ち
物
筆
記
用
具
　
曹
用

一
回
三
千
円

筒
松
戸
市
民
俳
句
会
・
西
岡

登
3
4
5
・

1
0
2
1
番

催

し

物

流

山

青

年
の

家

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

「
ス

ポ

ー
ツ

フ

ェ

ス

タ

」

６
月

１
日

収
午

前
1
0
時
～

午
後

３

時

（
雨

天

決
行
）
　

会

場

堅

立
流
山

青
年

の
家

内

容
挑

戦
体
力

作
り

・

ニ
ュ

ー
ス

ポ

ー
ツ
紹
介

・
子

供

ゲ
ー

ム
大

会

・
人
形
劇

・
ア
ニ

メ

・
模

擬

店
（
軽
食

・
飲
み

物
）
・
フ
リ

ー

マ
ー

ケ

ッ
ト

※
フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト
出
店

者

（
四

十
人

）
を
募
集

。

費

用
八
百

円

（

食
料
品

・
大

型
不
可

）

※
運
営

ス
タ

ッ
フ

ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア

（

会
場

運
営

こ
俣
擬
店

の
ス

タ
ッ

フ
）
を

募
集

。
対
象

中
学

生
以

上

送
迎

バ
ス
あ
り

ま
す

。

匣

５
月
1
7
日
出
か

ら
、
直

接
流

山
青

年

の
家

で
先
着

順
に
受

け
付

け

圃

県
立

流
山

青
年

の
家
指

導
室

公
０

４

７
１

・
5
9
・
り乙
０

０
４
番

期　日 会　　　　　場 時　間 プログラム

5/8 困 二十世紀が丘市民センタ ー

-- 「 - 〃
馬橋市民センター

午後３時～

４時

アニメーシ

ョン・人形

劇9窗

14 ㈲ 図書館本館
午後3時30分

～４時
絵本ほか

15困 小金市民センター 午後３時～

４時

アニメーシ

ョン・人形

劇16銜 六実市民センター

21冰） 小金分館
午後３時～

３時40 分
絵本ほか

22㈲ 馬橋東市民センター 午後３時～

４時

アニメーシ

ョン・人形

劇23銜 松飛台市民センタ ー

28㈲ 図書館本館
午後3時30 分

～４時
絵本ほか

29㈲ 稔台市民センター 午後３時～

４時

アニメーシ

ョン・人形

劇30銜 古ヶ崎市民センター

対象ヨド9 歳　費用無料　でんわおはなしキャラバンｔ3 刀 刪ＸＸＸ潘

[靤 慰£図書館fi365卜 引15 番

野

鳥

観
察

会

（
高
尾

山

）

５
月
1
8日
㈲
午
前
６
時
松
戸
駅
東

ロ

デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後
２
時
3
0分

現
地
解
散
（
雨
天
中

止
）
　
会

場
東

京
都
高
尾
山
　
内
容
高
尾
山
の
夏
鳥

の
さ
え

ず
匯
夕

持
ち
物
筆
記
用
具
・

観
察
用
具
・
昼
食
　
蓄
乕

交
通
費
実

費
（
約
二
千
五
百
円
）

圃
剛
ま
っ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

昔
3
4
5
・
9
8
4
6

番

社

交

ダ
ン

ス

ー
フ
リ

ー
パ

ー
テ

５
月
1
1囗
㈲
・
2
5日
㈲
午
後
２
時

～
５
時

会
場
勤
労
会
館

春
乕

一

回
五
百
円

圃
ふ
れ
あ
い
フ
リ
ー
ジ
ャ
会
・
小
河

登
3
6
4
・
8
1
5
0
番

松

戸

ス

ウ

ィ
ン

グ

セ

ピ

ア
定

期

演
奏

会

５
月
1
7日
出
午
後
６
時
か
ら
　
会

場
市
民
会
館
　
内
容
ス
イ
ン
グ
ジ
ャ

ズ
を
中
心
に
カ
ウ
ン
ト
ベ
イ
シ
ー
ナ

ン
バ
ー
ほ
か
　
蓄
甬
無
料

鵞
松
戸
ス

ウ
ィ
ン

グ
セ
ピ
ア
・
中

島
昔
3
8
5
・
7
9
6
8

番

剴
］世

紀

の

森

と

広

場

松

戸
中

央

子

ど

も

劇
場

低

学

年

例

会

セ
ロ

弾

き

の

ゴ

ー
シ

ュ

（
人
形

劇
団

む

す

び
座

）

５
月
９
日
窗
①
干
後
４
時
～
５
時

1
5分

②
午
後
７
時
～
８
時
1
5分

会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　普
用

子
五
百
円

舞
松
戸
中
央
子
ど
も
劇
場
・
青
木

昔

3
8
6
・（
‥び
Ｉ
にＪ
４
番

ピ

ョ

ン

吉
に

い
さ

ん

こ
の

ゆ

び

と

ま

れ
コ

ン

サ

ー
ト

５
月
1
0日
出
午
後
１
時
3
0分
～
２

時
3
0分

会
場
六
実
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
幼
児
向
け
コ
ン
サ

ー
ト
　
費
用

千
五
百
円

筒
松
戸
束
子
ど
も
劇
場
・
荒
井

容
3
8
4

・
0
5
0
4

番

福

祉

バ

ザ

ー

５
月
1
8
日

収
午

前
Ｈ
時

～
午

後
２

時

会
場

常

盤
平

市

民
セ

ン
タ

ー

※

い
ぶ
き

の
広
場

や
こ
ま
工

房

ほ
か

の
作

品
展
示

・
即

売

も
行

な

い
ま

す

。

※
品
物

の
提

供
に

ご
協
力

ぐ
だ
さ

い
。

頁
障

害
者
問

題
研

究
会

松
戸

サ

ー
ク

ル

・
金

田

登
3
4
5・
9
3
8
0

番

パ

ー
ク
セ
ン

タ
ー
催
し

行　　事　　名 日　　　 時 講　　師 定　員

みどりの講習会「シンビジ

ュームの上手な咲かせ方」

5 /17圉

午後IE 侍30分～ ３時30 分

松戸蘭友会会長

村椙兵武氏
∠15人

自然観察会「新緑ウォツチ

ンゲ」

5 /18(日)

午前10 時～正午

森林インストラク

ター　伊藤尚氏
30人

こども自然体験（小学生）
5 /25(Eﾖ)

午前10 ㈲～正午

自然解説員

前園泰徳氏
20人

園芸教室「ツツジ類の手入

れと管理」

5 /28團

午後IE 持30分～３時

みどりの相談員

田口峯男氏
40人

みどりの講習会「菊づ＜リ

入門（盆養菊）」　　 ※１

6/1(1日)

午後１時30 分～３時30 分

千松菊花会

結城喜造氏
45人

みどりの教室「やさしい植

物写真の握り方」　　※２

６／Ｕ日)･6 /15(l日)

午後１時30 分～ ３時30 分

日本山岳写真協会

阿南孝浩氏
40人

園芸教室「梅雨時の野菜の

手入れ」

６／４困

午後IE 侍30分～ ３時

みどりの相談員

小林喜代次氏
30人

森のクラフト 教室「スゲの

バスケット作り」　　※３

６／８日

午後１時30 分～ ３時30 分

フラワ ーデザイナ

ー　山中琴江氏
28人

※１材料費500 円涵]電話でノト クセンタ一n3 黽 一圧政)番へ( 先着順) 費用無料
※２２回連続講座　※３材料費600 円



○ 蔵 づ く り 美 術 館

所在 松戸 市六実4-3-8  (東 武野

田 線六 実駅 から徒歩２分) 開 館時

間午前10 時 ～午後６時( 火曜日 定

休) 費用入場無 料

※変則的な休館があるため、電話でご

確認ください。

膤]*5387-41  52 番

たのしい春
の

兩
５

月
1
6
日
廊
〔
必
着

〕
で

、
往
復
ハ

ガ
半
に

住
所

・
氏

名

・

電
話
番

号

・
学

校
・
学
年

を
記
入
し

て

、
〒
2
7
0
松
戸
市

新
松
戸

南

二
の
二

松
戸

青
少

年
会

館
（
ａ

Ｗ
－
8
5
5
6

番
〔
月

曜
休

館
〕
）
へ

※
返
信
用
ハ

ガ
牛
を
持
参
し

て
窓
口
で
の
申
し

込
み
も
可

。

※
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は

抽
選
。

写真は江戸時代の葵紋入しじら慰斗目

川上道久さん

雅
び
の
日
本
文
化
を
伝
え
た
い

ル

ー

ツ
で
あ

る
伝
統

織
物

に
魅
せ

ら

れ
て
、

仕
事

の
合
間

に
全

国
各

地
を

歩

い
て

集
め

た
コ

レ
ク

シ
ョ
ン

約
二

干

島
の
中
か

ら
、
季

節

ご
と
に

テ

ー

マ
を
決

め
て
展
示

し

て

い
る
。

「
着

物
は
日

本

文
化

の
象

徴

。
な

の
に
意
外

と

そ
の
歴

史

は
知

ら

れ
て

い
ま
せ

ん
。
衣

装
を

み

れ
ば
時
代

の

世

相

や

地

域
性

が
見
え

て

き
ま

す

」

と

穏

や
か
な

口
ぶ
り

で
語

る
。

リ
ヶ

Ｉ

ト
な
も

の

だ
か
ら

だ

。
そ

れ

で

も
展
示

や
保

存

に
工
夫

を
凝

ら
す

こ

と
で

、
展
示

品

の
多
く

は
触

れ

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ
て

い

る
。
「
鑑

賞

す

る

だ
け

で

は

素
材

の

性
質

や
質

感

が
分

か
ら

な

い
か

ら
」
。

そ

こ

に

は

「
本

物

を

伝
え

た

い
…

」

と

い
う

川
上

さ
ん

の
熱

意

が
感
じ
ら

れ
る
。

「
こ
こ

に

並
ん

で

い
る
も

の
の
中

に

は
、
貴

重
で

高
価

な
も

の
も
あ

り

ま
す

。
で

も
着
物

は
身

に

ま
と
弓

人

に
よ

っ
て

、
よ
り

輝
く

の

で
す

。
基

本

は
着

る
人
な

ん
で

す
」

と
語

る
川

上

さ
ん
。

伝
統

文

化

の

普
及

だ

け

で

な

く

、

歴

史

的

遺

産

の

保

護

に

も

力

を

注

ぎ
、

織
田

信
長

の
陣
羽

織

や
中
尊
寺

の

能

装

束

の
復

元

を

手

が

け

る

な

ど
、
意

欲
的

な
活
動

を
続

け
な

が
ら

、

蔵

づ
く
り

美
術
館

の

た

っ
た
一
人

の

職
員

は
、
忙

し

い
日

々
を

送

っ
て

い

る

。折

を
み

て
、
日

本
人

の
歴

史
を

衣

装
を

通
し

て
覗

い
て

み
る

の
は

い
か

が

だ
ろ
う

。

（
六
実
在

住
）

教室名( 対象ﾉ定員) 日　　時 会 場 費 用 講　　師

めざ せ将棋名人

(小3以上　20 人)

5/31～6/28 の毎週土曜日

午後2時～4時（全5回）

幸呂1

茄

無

料

将棋指導者

清宮豊氏

バドミントン

(小3以上　20人)

5/31～6/28 の毎週土曜日

午後2時～4時（全5回）

バドミントン指導者

吉岡彰氏

ザ・タップ・ダンス

(小3以上　40 人)

5/25～6/22 の毎週日曜日

午前10 時30分～正午（全5回）

元宝塚歌劇団

和佐まき氏

みんなで手話

(小3以上　25 人)

5/25 ～6/22 の毎週日曜日

午前10 時～正午（全5回）

松戸ろうあ協会

渡辺義幸氏

楽し ＜デッサン

(小3以上　20 人)

5/31～6/28 の毎週土曜日

午後2時～4時（全5回）

デッサン指導者

西田芳子氏

父の日

親子でパン作り教室

(小3以上　20 組)

6/14C士)

午前10 時～正午

市旦

茄

教材費

2,000

円

料理研究家

高橋貴美代氏

救急医療体制
健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス

･Q366-0010 番

館

が
あ

る
。

店
主

で

も
あ

り

、

染

職

研

究

家

と

し

て

の

顔

を

持

つ

館

長

の

川

上

道

久

さ

ん

は

、

十

年

前

こ

の
私

営

の
美

術

館

を

オ

ー

プ

ン

さ

せ

た

。現

代

の
着

物

の

目にも美し い能装束が並ぶ

江
戸
時
代
等
の
着

物
を
ガ
ラ
ス
ご
し
で

は
な
く
現
物
を
展
示

し
、
直
接
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
こ

ろ
は
、
国
内
で
も
数

少
な
い
。
と
い
う
の

も
古
い
着
物
は
照
明

の
光
で
も
影
響
を
受

け
て
し
ま
う
ほ
ど
デ

東
武
野
田
線
六
実
駅
前
の
商
店
街

の
一
角
に
、
創
業
七
十
年
の
老
舗
の

呉
服
店
が
あ
る
。
そ
の
二
階
に
江
戸

時
代
か
ら
の
日
本

全
国
の
さ
ま
ざ
ま

な
衣
装
を
展
示
し
た
蔵
づ
く
り
美
術

確
か
に
原
始
布
に
は
先
人
の
知
恵

と
と
も
に
自
然
の
偉
大
さ
を
、
あ
で

や
か
な
能
装
束
や
江

戸
時
代
の
振
り

袖
に
は
、
気
品
と
優
雅
さ
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
。

生涯学習大学

5月29日～平成10年3 月26日、午前10時～正午( 全18 回・上表参照) 会場市民劇

場　対象市内在住・在勤・在学の60 歳以上の人　定員300 人　費用100円( 名札代)

圃5 月13日(火)〔必着〕までに、往復 ハガキに住所・氏名( ふりがな) ・年齢・性 別・電

話番号を記入 して、〒271 松戸市上矢切299-1 松戸市総合福祉会館内矢切公民館生

涯学習大学係(S368 － 1214 番〔月曜休館D へ

※申し込み多 数の場合は抽選。往復ハガキに1名( 本人) のみ。夫婦での連記不可。

○お気軽にご相談＜ださい　５ 月の相談あんない Ｏ

※相談 はすべて無料です。☆印の相談は予約をお願いします。

平日・午後5 時～翌日午前9 時

休日と土曜・午前9 時～翌日午

前9 時

◆夜間急病診療所…S368-3756 番

衛生会館内・毎日午後8時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………O365-3430 番

衛生会館内・午後8 時～11 時

青少年教室

〃qWoWj りrt〃1
日　 程

べ'‾`.‘づ冫Ｊ~ 气゙四'ﾐ ｍ, ｒでぺmW~m 慨
内　　　　　　 容

13〃 ～r` ミ゙･C〃 　
講　　　　　　 師

5/29 W 開　校　式

〃4〃
6/12  W 四

ｗ 〃 Ｗ
香 港 返 還 に 伴 う 中 国 情 勢 Ｉ

亜細亜大学アジア研究所

26困 香港返還に伴う中国情勢 Ｈ 教授 小林煕直氏

7/10 ㈲ 力 がいきと歯 旧 本大学総合科学研究所教授　谷津三雄氏

17 困 松戸市の防災対策について 松戸市防災対策室職員

四 ・

9/11W

i≪h ≫

～将来の生ﾗ舌不安について～ 流通経済大学教授

社会学部長　渡辺博史氏

25 ㈲
長寿社会をどう生きるか Ｈ

～明るい家庭づ＜リと人間関係～

0/9  W 地球環境を考え高Ｉ 敬愛大学教授　中村圭三氏　’

23 困 日常生活の中の微生物の恐さを知ろう 前千葉大学教育学部教授　加藤博氏

1/13W 徳川昭武・慶喜と松戸 戸定歴史館　学芸員

27休）地球環境を考える Ｈ 敬愛大学教授　中村圭三氏

12/11W 豊かな人権感覚を培うために 長戸路学園理事 小林義人氏‘

1/8 困 心豊かに～心の歌を歌いましよう～ 聖徳大学短期大学部講師　小泉恵子氏

22困 痴呆の対応と支える家族 ‘吩家族の会千葉県支部世話人　永島光枝氏

2/12 木)青少年の現代と高齢化の関わり方 千葉県立生実学校　小木曽宏氏

26 困 ドラマとは何か 脚本家 相゙葉芳久氏

3/12 休）
いつでも 、どこでも 、誰でもでき

るボランティア
海外生活カウンセラー　福永佳津子氏

26 ㈲ 閉　校　式　　～日本の話芸～ 落語家　むかし家今松師匠

蔵づくり美術館 館長

きものを通じて日本文化を伝える

ひと

人権相談

心

配

ご

と

相

談

ゆう まつ ど

こころの相談

女性就業牆

女性パート

労 働 相 談

就学相談1

教育相談

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)

社
会
福
祉
協
議
会

千
葉
地
方
法
務
局

松
戸
支
局

市
援
護
課
庶
務
係

相談名 期　　日 時　　間
会場

相談名

交通事故

市政･一般

法鼎 談☆

税務相談

登記相談

行政相談

住宅相談
外国人相談

住宅ﾘﾌｫｰﾑ

労働相談

期　　日 時　　間
会場

市

民

相

談

室

国
民
年
金
課
適
用
係

巡

回

年

金

相

談

頭 生活相談
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